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（総合審査結果の要旨） 
 
勝川夏樹は、学部卒業制作時よりガラスの素材感から着想を得て「生き物のかたち」をモチーフに制作
に取り組んできた。同時にガラス造形におけるホットワーク・キルンワーク・コールドワークを中心に多
くの技術の習得に励んでいた。その努力は、いわゆるガラス工芸や造形技術のみならず、３Dプリンター
を用いた造形やステンドガラスや壁画に用いられる技術習得へと広がっていく。 
博士審査会に提出された作品は「Microcosmos」と「Fascination with Magnification」の２作品であ
る。5点の組み合わせされた立体作品で構成されている「Fascination with Magnification」は、全て新
たにモデリングパートドベールと命名された自身の制作技法で作られている。大小10点で前面に大きく
インスタレーションされた作品は「Microcosmos」である。 
この作品は、モチーフである2種類の顕微鏡の光学顕微鏡と走査型電子顕微鏡を通してみる生き物の繊
細で不思議な世界を、それぞれの顕微鏡の特性を考察しながら造形を試みており、作者の造形的な視点と
制作における感性の独自さが、展示された空間の面白さにつながっている。用いられた複合技法による作
品群は、顕微鏡に設定された検体が乗ったプレパラートの上に展開する肉眼では見えない微細な世界の
ようで、大小の見え方の異なるガラスオブジェの光の効果によって、見るものを魅了する世界を作ってい
る。今までのガラス造形作品には稀有な、大型で繊細なガラスによる立体作品として高く評価できる。 
一方本論文で、勝川夏樹は「モデリングパートドヴェール」という独自の技法を探究し、その技法によ
る造形の可能性と成果を文章としてまとめた。古来より生み出され様々な作家たちに試みられている「パ
ート・ド・ベール」をはじめとする、「キルンキャスト」を応用進化させた本技法は、今後のガラスを用
いた作品制作の可能性を広げるものとなることを予感させる。 
従来、筆者は制作を通して考察をすることを常としている。博士論文を書くことによって、より明快に
自身の制作の方向性と意味を考え深める契機となった。漠然と捉えていた「顕微鏡と生き物のかたち」と
いうテーマに、考察を重ねる様子が文章からは読み取れる。 
論文という形式を通し、自身の制作の過程を反芻し深め、また展開し新たな方向性を模索する。そのよ
うな経緯を自らも再確認しつつ、作品の制作へと展開していくことを記録として残した。改めてこの論文
は作品と共にあって初めて意味を成すものであると感じる。 
論文と作品制作の二つの挑戦を粘り強く時間をかけ、誠実に積み上げた結果、優れた論文と作品になっ
たことを評価し、審査会全員一致で、合格とした。 
